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私が取り組んできた実践研究論文についての整理 
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はじめに 

筆者が大学教員として着任した 1990 年代前半、自身が進めたい研究とは何か？を確立できておら

ず、主に同僚（先輩）の先生方から実験、調査、分析手法等のご指導をいただきながら論文を作成して

いた。そんな中、筆者は 1995 年 1 月に同僚と出場する 10km 走の 10 日前のランニング中に膝部を痛

めた（腸頸靭帯炎）。その後、ランニングを続けてさらに悪化したので、2 週間安静にしたが軽く運動す

ると痛みが出た。このままでは運動不足になると考え、エアロバイクによる自転車トレーニング（毎回の

測定データは保管していた）を継続して行ったところ痛みが発生せず、その後のスポーツにも全力で参

加できるようになった。この出来事を同僚の金高宏文先生に報告したところ、「論文にまとめたらどうか。」

とアドバイスをいただき、まとめ方の指針となる論文（金高・瓜田，1994）をいただいた。この論文を参考

に筆者なりに一連の出来事を振り返ってまとめ、本学紀要へ投稿したところ、当時の同僚で内容を読ま

れた整形外科医の廣橋賢次先生から、「面白いけど、考察が足りていない。」と声を掛けられ（とてもあり

がたかった。）、論述内容についてご指導をいただいた（後の ❷-A-○ 図 1 で紹介）。そこで筆者は、

廣橋先生に「ご指摘の内容に気が付きませんでした。紀要を取り下げて別のジャーナルへ投稿したい

のですが、ご協力いただけませんでしょうか。」とお願いしたところご快諾をいただき、考察のご指導によ

り加筆修正し≪体育学研究≫に投稿した結果、当該論文誌の新たな種別【事例報告】として掲載され

た（三浦・金高，1996）。その後に読者から、「私もこの論文を読んで自転車トレーニングを実施したら、

腸頸靭帯炎が回復しました。」と声を掛けていただき、実践現場の役に立ったことを嬉しく感じた。 

2009 年 3 月、「実践活動に直接寄与する知見を提供する」論文を掲載していく web ジャーナル≪ス

ポーツパフォーマンス研究≫が創刊され、実践研究として論文にまとめることへの関心が再燃した。 

そこで筆者は、これまで自身が取り組んできた実践研究の特徴について整理したい。今回の試みに

より本稿を読まれる方、特に実践現場で活動する方々が今後論文投稿される際に少しでもお役に立て

れば幸いである。 

 

Ⅰ．筆者がこれまで取り組んできた実践研究の分類 

筆者がこれまで取り組んできた実践研究について整理すると、［研究手法］が 2 種類、［検証方法］が 2

種類の、計 4 種類に大きく分類された（表 1）。 
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表 1 筆者が取り組んできた実践研究の分類  

 

1) 研究手法 

❶ 課題解決型（仮説検証型を含む） 

一般的な実践研究では、この研究手法が用いられている。取組前の課題（問題点）について測定・

調査を行い、明らかにした上でパフォーマンス・競技力の向上へのトレーニング方法・戦術等を開発、

または既存の知見を応用して取り組んだ内容について詳述する。この際、トレーニング方法自体のパフ

ォーマンス向上についての検証（三浦ほか，2009）は当然のことながら、取組期間中の各種練習方法

の取組度合の変化（三浦・中島，2011）について記載することも、読者が練習法の処方の参考にする上

で有益ではないかと考える。その後取組前後の課題となる事象の成果について比較検討する手法が

王道であると考える。また、これまでの経験から、ある問題点についての仮説を設定した上で事前に改

善方法を計画し、実態を調査した直後に改善への取組を行い、事後調査の結果と比較して成果を検

証した研究（三浦ほか，2012）もこれに含める。 

 

❷ 振り返り型 

事前に研究を計画し、課題の解決方法を開発して取り組み、その有効性について検証する手法（❶

課題解決型）を実施できなくても、ある出来事について、「やってみて効果があった。」という過去の事例

を振り返り作成していく手法を、筆者は❷振り返り型と定義したい。このような事例は、人生において何

度か訪れるであろうと考える。これを話の種で終わらせるのは勿体ないことではないだろうか？筆者はこ

れまでに、先述の膝痛からの回復時に自転車トレーニングを実施し、結果として有益な点が多かったこ

とを振り返って検討した事例研究（三浦・金高，1996）や、バスケットボールの試合中に通常見られない

シーンが、同様の場面で2 回も起こった背景や要因について振り返って検討した事例研究（三浦ほか，

2019）について論文掲載してきた。筆者はこれらを論文としてまとめる際に、対象事例が起こるに至った

経緯、及びこれに纏わる取組内容について充分に振り返ることに努めて論述した。また、これらの論文

中には、エッセンスとして対象事例が起こったメカニズムについて考察をしており、論文の価値を高める

上で重要となる（❷-A-○ 図 1；❷-B-○ 図 2）。 
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2) 検証方法 

A 実践型（測定実験型） 

スポーツパフォーマンス研究に掲載されている実践研究論文の多くがこれに該当する。これらは課

題となる技術の精度や改善したい部位の筋力等を測定し（プレ測定）、練習法やトレーニング法を紹介

して取り組み（トレーニング測定）、取り組みによる向上を測定（ポスト測定）し評価する検証方法に基づ

き制作されている。これらの測定は、主に実験として同一環境で対象者に動作を指示して測定する方

法であり、筆者も当然この方法で論文を制作している（三浦・中島，2011；三浦・金高，1996）。 

 

B 実戦型（実戦検証型） 

筆者は、設定した課題に対して取り組んだことがどの程度有効であったかについて、“実戦”の場面

で検証しつつ、競技力向上へ繋げていきたいと常々考えている。筆者はこの手法を敢えて B 実戦型

（実戦検証型）と定義したい。一般的に実践事例の有効性を検証する際、A 実践型（測定実験型）を用

いるのが主流であり、結果が出やすい。また、測定実験は特殊な装置を用いて実施することが多く、当

該領域の専門家との共同研究を依頼しなければならない。これに対して、実戦型は公式試合で出現し

た事象について分析し検証する手法を指す。実戦型は、現場に携わる指導者等が制作し易く、取り組

み自体が競技力向上に直結する可能性が高い手法である。この内個人（三浦ほか，2009）や、数名

（三浦ほか，2019）を対象にした事例研究、及び複数名を対象として一般的な統計解析手法により有

意差が認められた事例研究（三浦ほか，2012）は、スポーツパフォーマンス研究の掲載論文においても

見られる。一方、団体競技種目におけるチームの一定（多め）のメンバーを対象とした実戦検証型手法

においては、測定実験とは異なり、公式試合での対戦相手との駆け引きや、対象者の心理的プレッシ

ャーや競技中の心拍数の上昇による動揺、対象試合が少ないことに伴うデータ数の少なさ等により、課

題解決へ向けての取り組みの有効性が直接的に検証されにくく、一般的に扱われる統計解析による有

意差が認められないことが起こると推察される。それ故、査読者とのやり取りが難航することもしばしばで

ある。この際には、永原（2019）が紹介した近年国際誌において実践研究に用いられている分析方法を

活用することが有効であると考える。 

 

Ⅱ．4 つの分類別の筆者の掲載論文の紹介 

ここでは、筆者が設定した 2 つの研究手法×2 つの検証方法＝4 つの実戦研究の分類に基づき、

筆者がこれまで制作してきた論文の概要を紹介したい。 
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1) 課題解決型－実践型（測定実験型）論文 

 

 

2) 振り返り型－実践型（測定実験型）論文 
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3) 課題解決型－実戦型（実践検証型）論文 
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4) 振り返り型－実戦型（実践検証型）論文 

※この論文は、測定実験型の検証方法も含まれている。

おわりに 

今回本稿を執筆するに当たり、これまで自身が取り組んできた実践研究の特徴について整理するこ

とができ、非常に有意義であった。今後も実践現場（実戦現場を含む）に携わる方々が論文を制作する

際のモデルになるよう、研究を推進していきたい。 
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